
チーム名

21 前半 9

26 後半 12

No. 得点

1 0
2 6
3 1
4 6
5 6
7 5
8 0
9 7
13 1
15 2
16 0
17 3
19 6
20 2
21 1
24 1

新井 駿佑

井上 明

近藤  アレキサンダー偉一郎

大竹 徹大

高橋 颯汰

藤坂 尚輝

泉本 心

荒瀬 廉

羽渕 晴一朗

大浦 和真

スコア

戦況

スタートは、GK松下・RW井上・RB大竹・CB新井⇄DF近藤ア

レクサンダー・LB泉本・LW近藤ダノベン・PV細田の布陣。

日本は泉本の速攻で先制、対するパキスタンはエース・

No.10 ALI  Muaaziaの突破で1-1。日本はCB・新井のリードか

ら泉本・大竹が打ち込み、インド戦で出場機会のなかった

近藤ダノベンが会心の速攻を決めて、チームを盛り上げ

る。パキスタンのNo.10が再び打ち込むも、新井・井上・泉

本と続きで20分には15-3にリードを広げる。積極的に打ち

込もうとするパキスタンではあるが、近藤アレクサン

ダー・細田のセンターDFを中心に踏ん張り、失点を最小限

に抑えて前半を21-9で折り返す。

後半開始はGK今井・RW荒瀬・RB大浦・CB新井・LB高橋・

LW伊禮・PV北川で再開。

この日好調の大浦が打ち込み、速攻で荒瀬・伊禮が走り加

点。その後も粘り強いDFから速攻で順調に加点し、最終ス

コアは47-21で勝利した。

1試合を通して、松下・今井の両GKが50%以上の阻止率を

キープして勝利に貢献し、チーム最多の7得点を記録した大

浦がベストプレヤーに輝いている。

次戦はアジアの覇権を争うライバル国の一つ、バーレーン

である。アジア制覇に向けて負けられない戦いが続くが、

良い準備をして大一番に備えたい。

チーム名

日本 47 21 パキスタン

名前

今井 寛人

細田 啓輔

北川 雄聖

松下 幸祐

近藤  ダノベン優一郎

伊禮 颯雅

第17回男子ジュニアアジア選手権

戦況連絡票

開催日 7月17日（日）

試合 予選ラウンド


